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小学校で
招待給食

平
成
31
年
初
競
り

平成31年2月1日

（2）

　
Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
多
良
間
家
畜
市
場
の
平
成
31
年

肉
用
牛
初
競
り
が
、1
月
19
日（
土
）に
開
か
れ
た
。

　

初
セ
リ
式
で
は
生
産
農
家
や
購
買
者
、
J
A
、

県
、
村
の
関
係
者
ら
が
出
席
。
J
A
お
き
な
わ
の

大
城
勉
代
表
理
事
が「
昨
年
、
多
良
間
家
畜
市
場

は
1
3
6
8
頭
8
億
円
余
を
取
り
扱
っ
た
、
J
A

と
し
て
は
購
買
者
に
求
め
ら
れ
る
和
牛
の
生
産
地

と
し
て
各
事
業
を
活
用
し
繁
殖
母
牛
の
増
頭
に
取

り
組
ん
で
行
く
」と
主
催
者
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

来
賓
の
島
尻
勝
広
県
農
林
水
産
部
長
は「
県
の

肉
用
牛
は
地
域
の
基
幹
作
物
と
し
て
着
実
に
発
展

し
て
お
り
、
肉
用
牛
産
出
額
は
2
2
8
億
円
と

過
去
最
高
に
な
り
本
県
農
業
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

に
成
長
し
て
い
る
。
生
産
農
家
の
努
力
と
関
係
機

関
の
指
導
、
購
買
者
の
ご
愛
顧
の
賜
物
。
県
と
し

て
も
肉
用
牛
は
十
分
な
戦
略
品
目
と
し
て
、
沖
縄

21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
強
力
に
推
進
し
て
い

く
」と
述
べ
、
伊
良
皆
光
夫
村
長
は「
東
京
五
輪
を

来
年
に
控
え
、
全
国
的
な
牛
肉
の
消
費
拡
大
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
と
も
子
牛
価
格
の
安

定
的
な
推
移
が
予
想
さ
れ
る
。雌
牛
の
保
有
増
頭
、

飼
育
管
理
技
術
の
向
上
、
購
買
者
の
好
む
子
牛
生

産
に
励
む
こ
と
が
大
事
。
購
買
者
の
皆
様
に
は
、

多
良
間
の
畜
産
経
営
、
改
良
に
助
言
を
頂
き
な
が

ら
今
後
と
も
足
腰
の
強
い
胃
袋
の
で
き
た
多
良
間

の
牛
を
購
買
頂
き
た
い
」と
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

1
月
期
セ
リ
市
で
は
、
1
1
0
頭
が
落
札
さ
れ

総
販
売
額
は
7
6
0
1
万
9
0
4
0
円
と
な
り
、

一
番
牛
に
は
1
0
1
万
2
0
0
0
円
の
高
値
が
付

い
た
。

　

学
校
給
食
週
間（
1
/
24
～

1
/
30
）に
ち
な
み
、
多
良
間
小

学
校
で
は
1
月
29
日（
火
）招
待

給
食
を
行
っ
た
。

　
教
育
関
係
者
、
P
T
A
役
員
、

学
校
評
価
委
員
ら
が
各
学
年
の

教
室
を
訪
れ
て
、
児
童
ら
と
会

話
を
楽
し
み
な
が
ら
給
食
の
時
間
を
共
に
し
た
。

　
こ
の
日
の
献
立
は「
黒
米
ご
は
ん
」「
ア
ー
サ
汁
」「
グ
ル
ク

ン
の
唐
揚
げ
」「
お
か
ら
」「
イ
リ
チ
ー
」「
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
ゼ

リ
ー
」「
牛
乳
」。

　
1
年
生
の
ク
ラ
ス
で
は
、給
食
を
通
し
て「
ぺ
ろ
り
＆
マ
ナ
ー

賞
」を
設
定
。
完
食
と
正
し
い
マ
ナ
ー
が
で
き
る
と
シ
ー
ル
や

賞
状
が
も
ら
え
る
た
め
、
児
童
た
ち
は
楽
し
く
取
り
組
ん
で

い
た
。

　
小
学
校
の
玄
関
前
に
は
児
童
ら
の
給
食
標
語
が
張
り
出
さ
れ

「
給
食
は
栄
養
た
っ
ぷ
り
お
い
し
い
な
」「
赤
・
黄
・
緑　
三
つ

そ
ろ
っ
て
栄
養
満
点
」な
ど
の
標

語
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
。

　
招
待
給
食
は
、
給
食
週
間
を

通
し
て
学
校
給
食
の
意
義
と
役

割
に
つ
い
て
児
童
や
教
職
員
、

保
護
者
、
地
域
住
民
等
の
理
解

と
関
心
を
高
め
、
学
校
給
食
に

よ
り
一
層
の
充
実
発
展
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

101 万円余の高値をつけた一番牛

1 年生と招待者の給食の様子
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子 もど 議 会

20歳になったら国民年金

平成31年2月1日

（3）

A

A

　

多
良
間
村
子
ど
も
議
会
が
1
月
29
日（
火
）に

行
わ
れ
、
多
良
間
中
学
校
1
年
生
14
人
が
登
壇

し
て
一
般
質
問
を
行
っ
た
。

　

開
会
式
で
伊
良
皆
村
長
は「
納
得
が
い
く
ま
で

質
問
し
て
ほ
し
い
、
多
良
間
村
の
将
来
へ
の
基

礎
作
り
に
な
る
と
思
う
。
子
ど
も
議
会
を
通
し

て
将
来
、村
長
や
議
長
が
誕
生
す
る
こ
と
を
願
っ

て
い
る
」と
述
べ
た
。

　

議
長
に
久
志
舞
香
さ
ん
、
副
議
長
に
奥
平
偉

翔
く
ん
が
任
命
さ
れ
、
村
議
会
議
員
や
保
護
者

が
傍
聴
す
る
な
か
、
生
徒
た
ち
の
目
線
か
ら
感

じ
た
疑
問
や
課
題
な
ど
を
質
問
。
伊
良
皆
村
長

や
村
当
局
に
改
善
や
対
応
策
な
ど
を
求
め
た
。

　

本
村
琴
美
さ
ん
は「
多
良
間
に
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
を
誘
致
し
ネ
ッ
ト
環
境
が
整
っ
た
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
つ
く
り
、
U
・
I
タ
ー
ン
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
を
行
っ
て
は
ど
う
か
」と
の
求

め
に
、本
村
総
務
財
政
課
長
は「
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
雇
用
効
果
に
期
待
が
持
て
る
。
新
し
い
企

業
誘
致
活
性
化
が
図
ら
れ
、
空
き
家
利
活
用
事
業

と
の
コ
ラ
ボ
し
た
展
開
も
考
え
ら
れ
る
。
受
け
入

れ
を
ど
う
す
る
か
な
ど
、
課
題
を
解
決
し
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
」と
答
弁
し
た
。

　

池
城
教
育
長
は「
質
問
か
ら
出
た
ア
イ
デ
ア
が

参
考
に
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
多
良
間
島
が
美

し
く
な
る
た
め
に
も
、
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
頂

き
た
い
」と
講
評
し
た
。

　

子
ど
も
議
会
は
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で

学
習
し
て
き
た「
地
域
に
対
す
る
愛
着
と
誇
り
」

を
高
め
る
た
め
の「
多
良
間
村
課
題
発
見
・
解
決

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
授
業
の
一
環
と
し
て
実
施
さ

れ
た
。

国民年金は、年をとったときやいざというときの生活を、現役世代みんなで支えようという考えで作られた仕組
みです。また、国民年金は20歳以上60歳未満の方は加入することが義務づけられています。20歳になったら、
忘れずに国民年金の加入手続きをしましょう！

※国民年金保険料を納
めることが経済的に困
難な場合には、保険料
の納付が猶予または免
除される制度がありま
す。詳しくは、役場ま
たは平良年金事務所へ
ご相談ください。

国民年金の加入手続きは、いつ、どこでするの？

毎月の保険料はいくら？

Q1

Q2

20歳になったら、お住まいの市役所または
役場の国民年金担当窓口で手続きしてください。

月額16,340円（平成30年度）です。
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「島の教育に役立てて」と寄付

平
成
31
年

消
防
出
初
め
式

平成31年2月1日

（4）

　

村
内
で
省
エ
ネ
推
進
事
業
工
事
を
請
け
負
っ
て
い
る
5
社
は
、

1
月
7
日（
月
）役
場
を
訪
れ
、
島
の
学
校
教
育
施
設
備
品
に
利
用

し
て
ほ
し
い
と
1
0
0
万
円
を
寄
付
し
た
。

　

贈
呈
式
で
パ
セ
オ
建
築
設
計
室
の
荷
川
取
代
表
は「
学
校
関
係

者
の
協
力
の
お
か
げ
で
、
教
育
施
設
の
L
E
D
取
り
付
け
工
事
を

無
事
工
期
内
に
終
わ
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
多
良
間
村
に
は
お

世
話
に
な
っ
て
お
り
、
地
域
貢
献
と
し
て
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

有
効
に
活
用
し
て
ほ
し
い
」と
述
べ
、
寄
付
金
を
手
渡
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
伊
良
皆
村
長
は「
心
温
ま
る
寄
付
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
村
内
の
L
E
D
化
が
ま
た
一
歩
進
ん
だ
。

さ
ら
に
村
全
体
の
省
エ
ネ
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
後
も
協
力
し

て
ほ
し
い
。
皆
さ
ん
の
気
持
ち
は
し
っ
か
り
と
有
効
利
用
し
て
い

き
た
い
」と
感
謝
し
た
。

　

池
城
教
育
長
は「
少
子
化
が
進
む
中
、
学
校
教
育
施
設
を
整
備

し
て
い
く
こ
と
も
大
切
。
小
・
中
学
生
の
子
ど
も
た
ち
が
今
何
を

必
要
と
し
て
い
る
か
十
分
に
調

査
し
、
学
校
の
要
望
に
応
え
て

有
効
活
用
し
て
い
き
た
い
」と

述
べ
た
。

　

寄
付
金
を
贈
っ
た
の
は
次
の

5
社
。
カ
ッ
コ
内
は
代
表
者

　

パ
セ
オ
建
築
設
計
室（
荷
川

取
勝
彦
）、丸
秀（
伊
良
皆
秀
満
）、

ア
サ
ヒ
電
機（
下
地
義
治
）、
西

筋
産
業（
西
筋
秀
樹
）、
日
建（
川

満
和
彦
）

　

多
良
間
村
消
防
団
の
平
成
31
年
消

防
出
初
め
式
が
、
1
月
7
日（
月
）役

場
前
で
行
わ
れ
た
。

　

消
防
団
員
が
放
水
や
ポ
ン
プ
操
作

な
ど
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
、

1
年
間
の
災
害
ゼ
ロ
を
誓
っ
た
。

　

伊
良
皆
村
長
は「
近
い
将
来
に
は
東

南
海
、
南
海
ト
ラ
フ
な
ど
に
よ
る
大
地

震
の
発
生
も
懸
念
さ
れ
、
私
た
ち
が

住
む
南
西
諸
島
も
必
ず
し
も
安
全
と

は
い
え
な
い
。
私
た
ち
の
命
と
財
産

は
行
政
が
行
う『
公
助
』は
も
と
よ
り
、

地
域
で
助
け
合
う『
共
助
』、
自
分
の
身

は
自
分
で
守
る『
自
助
』が
機
能
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
呼
び
か
け
た
。

　

1
日
消
防
団
長
を
務
め
た
石
原
風

花
さ
ん
は「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ

て
く
る
と
い
わ
れ
、い
つ
発
生
す
る
か

予
想
出
来
な
い
も
の
。
自
然
災
害
や
火

災
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
に
も
日
頃

の
訓
練
は
も
ち
ろ
ん
、
村
民
の
協
力
も

必
要
不
可
欠
。
わ
れ
わ
れ
消
防
団
員
も

組
織
の
強
化
と
訓
練
に
励
み
、
責
任

を
果
た
し
た
い
」と
決
意
を
示
し
た
。

　

ま
た
消
防
団
へ
の
辞
令
交
付
も
行

わ
れ
、
奥
原
博
樹
団
長
が
退
団
し
、
新

団
長
に
羽
地
健
さ
ん
が
任
命
さ
れ
た
。

伊良皆村長に寄付金を贈呈する事業者の皆様

放水訓練する消防団員

１
日
消
防
団
長
の
石
原
風
花
さ
ん
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「日本で最も美しい村」
九州ブロック町村紹介④

美しい村を探す
～九州・沖縄～

福岡県　東峰村
人口…約2,120人　総面積…51.97平方キロ　東峰村役場　☎0946-72-2311

　東峰村は、福岡県中央部の東端にあって、大
分県の県境に接し、平成17年に旧小石原村と旧
宝珠山村が日本で一番小さな合併をして生まれ
た村です。
　伝統的工芸品　小

こ
石
いし
原
わら
焼
やき
、高

たか
取
とり
焼
やき
をはじめ、

国指定重要文化財「岩屋神社」、日
に
本
ほん
棚
たな
田
だ
百
ひゃく
選
せん

「竹
たけ
地
ち
区
く
の棚
たな
田
だ
」、樹齢600年ともいわれる「行

ぎょう
者
じゃ

杉
すぎ
」など自然、歴史、文化と地域固有の資源を多

く保有しています。
　一昨年発生した「平成29年7月九州北部豪雨」
では、多くの村民が衝撃を受け、不安な日々を
過ごしました。現在も未だ災害の爪痕が残る中、
日本で最も美しい村連合加盟村の皆様をはじめ、
全国から温かいご支援を頂き、美しいふるさと
をよみがえらせることにまい進できております
ことを、この場を借りてお礼を申し上げます。

　地域資源①　 伝統の技が生きる「陶
すえ

の里」
　小

こ
石
いし
原
わら
焼
やき
・高

たか
取
とり
焼
やき
は、約350年の歴史を持つ東峰村

の工芸品です。多くの窯元や後継者は、伝統の技を大切
に受け継ぎ、小石原焼の発展を願ってさらに新しい作風
の確立に取り組んでいます。

　地域資源②　 岩
いわ

屋
や

神
じん

社
じゃ

　東峰村の宝
ほう
珠
しゅ
山
やま
地
ち
区
く
にある岩屋神社は、西暦547年

のある日、突然、光輝くものが天から岩屋の岩上に降っ
てきたものを、宝

ほう
珠
しゅ
石
せき
と名付けご神体として祀り神殿が

作られました。近年、村のパワースポットとして人気エ
リアとなっています。

　イベント情報　 小石原焼民陶むら祭
　春と秋、年２回行われる東峰村の陶器のお祭り。村内
にある50軒程の窯元では、祭りに合せて窯出しされた
陶器が並び、普段より安い値段で販売されます。全国か
ら掘り出しモノを求めてやってくる多くの民陶ファン
で賑わいます。
◆開　催　日：
【春期】平成31年5月4日（土）、5日（日）、6日（祝）の
　　　３日間　
【秋期】平成31年10月12日（土）、13日（日）、14日（祝）の
　　　3日間
◆メイン会場：小石原焼伝統産業会館
　　　　　　　（福岡県朝倉郡東峰村大字小石原730-9）
◆問　合　せ：東峰村役場農林観光課

☎0946-72-2313

小石原焼の
作製風景

春の民陶
むら祭の様子

岩屋神社と
権現岩
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新製糖工場で黒糖初出荷

ようこそ
多良間へ

平成31年2月1日

（6）

　

多
良
間
製
糖
工
場
の
初
出
荷
式
が
1
月
29
日（
火
）に
行
わ

れ
た
。

　

新
製
糖
工
場
で
初
め
て
作
ら
れ
た
黒
糖
が
大
型
ト
ラ
ッ
ク
に
積

ま
れ
て
販
売
店
向
け
出
荷
さ
れ
た
。

　

工
場
を
出
発
す
る
ト
ラ
ッ
ク
を
見
送
っ
た
宮
古
製
糖（
株
）の
安

村
社
長
は「
農
家
の
皆
さ
ん
が
丹
精
込
め
て
育
て
た
サ
ト
ウ
キ
ビ

を
多
良
間
黒
糖
に
し
た
。
国
内
外
へ
P
R
し
て
い
き
た
い
」と
あ

い
さ
つ
し
た
。

　

初
荷
式
で
は
ま
ず
最
初
に
黒
糖
を
積
ん
だ
ト
ラ
ッ
ク
を
酒
と
塩

で
清
め
安
全
運
行
を
祈
願
し
た
。

　

伊
良
皆
村
長
は「
最
高
の
多
良
間
黒
糖
が
出
来
上
が
っ
た
。
農

家
と
工
場
、
行
政
が
一
丸
と
な
り
さ
ら
に
良
い
製
品
作
り
に
取
り

組
ん
で
行
こ
う
」と
呼
び
か
け
た
。

　

毎
年
工
場
か
ら
港
ま
で
黒
糖
を
運
搬
し
て
い
る
多
良
間
交
通

の
知
念
社
長
は「
県
内
外
で
人

気
、
知
名
度
と
も
に
上
が
っ
て

い
る
多
良
間
黒
糖
を
安
全
運
転

で
運
搬
し
て
い
く
」と
決
意
を
述

べ
た
。

　

こ
の
日
の
初
荷
は
、
粉
糖
56
ト

ン
、
小
粒
糖
3
・
9
ト
ン
。
工
場

に
よ
る
と
、
全
生
産
農
家
で
取
り

組
ん
で
き
た
サ
ト
ウ
キ
ビ
生
産
エ

コ
フ
ァ
ー
マ
ー
活
動
が
実
り
、
今

期
は
糖
度
が
高
く
高
品
質
を
維
持

し
て
い
る
と
い
う
。

　
姉
妹
都
市
で
あ
る
、
岩
手
県
宮
古
市
か
ら
の
訪
問
団
が
1
月
8

日
か
ら
11
日
ま
で
の
3
泊
4
日
の
日
程
で
来
島
し
た
。

　

訪
問
団
の
児
童
生
徒
8
人
は
、
多
良
間
の
児
童
生
徒
た
ち

と
一
緒
に
授
業
を
受
け
た
ほ
か
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
搾
り
を
体
験

し
流
れ
出
る
汁
を
試
飲
し
て「
と
て
も
甘
い
」と
声
を
上
げ
て

喜
ん
だ
。
ま
た
ウ
ェ
ッ
ト
ス
ー
ツ
を
着
て
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ

に
も
挑
戦
し
、
真
冬
の
少
し
冷
た
い
海
に
入
り
な
が
ら
も
元
気
に

海
水
を
掛
け
合
う
な
ど
、
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
た
。

　
他
に
も
製
糖
工
場
見
学
や
、
記
念
植
樹
、
夢
缶
づ
く
り
な
ど
を

体
験
し
た
。

　
10
日
の
夜
に
は
歓
送
迎
会
が
開
催
さ
れ
、
村
議
を
は
じ
め
こ
れ

ま
で
の
交
流
受
け
入
れ
家
庭
が
参
加
し
、
訪
問
団
を
盛
大
に
歓
迎

し
た
。

　
舞
台
で
は
多
良
間
か
ら
八
月
踊
り
の
若
衆
踊
り
や
女
踊
り
、
迫

力
あ
る
空
手
の
演
武
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
宮
古
市
の
余
興
で
は
毛

ガ
ニ
音
頭
・
サ
ー
モ
ン
ダ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
、
多
良
間
の
参
加
者

も
一
緒
に
踊
っ
て
交
流
を
深
め
て
い
た
。

黒糖を積んだトラックを見送る安村社長ら関係者
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宮古家畜保健衛生所からのお知らせ
（定期報告書提出のお願い）

お問い合わせ　宮古家畜保健衛生所　  ℡0980-72-3321

平成31年2月1日

（7）

対象

お問い
合わせ先

小
学
生
以
下
の
子
ど
も
を
も
つ
保
護
者
、
支
援
者
、

興
味
の
あ
る
方
ど
な
た
で
も
O
K
！

宮古福祉事務所（担当：川満）
TEL.0980-72-3771　FAX.0980-73-2131
Mail　aa017248@pref.okinawa.lg.jp

主催：宮古福祉事務所
共催：多良間村住民福祉課、多良間村教育委員会、

沖縄県発達障がい者支援センター

　家畜の所有者は、毎年、2月1日時点の家畜の頭羽数・
飼養衛生管理の状況を、農場ごとに都道府県知事へ報
告する義務があります。

１　対象者　対象家畜の所有者

２　対象家畜
　牛、水牛、鹿、馬、めん羊、山羊、豚、いのしし、
鶏、あひる、うずら、きじ、だちょう、ほろほろ鳥、
七面鳥

３　報告事項
　①　家畜の種類及び頭羽数
　②　畜舎等の数
　③　飼養衛生管理基準の遵守状況及びそのための

措置の実施状況
　その他、定期報告書の様式に従って記入してくだ
さい。

４　提出先
　多良間村産業経済課…随時（3～6月）
　多良間家畜セリ市場…4、6月のセリ開催日
　宮古家畜保健衛生所…随時（3～6月）

※提出用紙は報告場所で用意しています

　家畜所有者の方は、定期報告書に該当項目を記入
して提出してください。
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村長のたうけーむぬゆむ（゚ひとりごと）

平成31年2月1日

（8）

　

今
か
ら
八
三
年
前
の
一
九
三
六
年（
昭

和
十
一
年
）二
月
二
六
日
、
陸
軍
の
青
年

将
校
達
が
兵
約
千
五
百
名
を
率
い
て
大

規
模
な
ク
ー
デ
タ
ー
を
断
行
し
た
。
そ

れ
が
世
に
知
ら
れ
る
二
・
二
六
事
件
だ
。

こ
の
四
年
前
の
五
・
一
五
事
件
で
は
、
農

村
の
急
速
な
疲
弊
、
政
党
の
腐
敗
な
ど

に
抗
議
し
た
若
者
た
ち
が
立
ち
上
が
り
、

当
時
の
首
相
が
暗
殺
さ
れ
て
い
た
。
こ

れ
ら
の
事
件
の
背
景
に
あ
っ
た
の
が
、

日
本
国
の
深
刻
な
不
景
気（
昭
和
恐
慌
）

だ
。
企
業
は
次
々
と
倒
産
、
街
は
失
業

者
で
あ
ふ
れ
て
い
た
。
農
村
で
も
農
作

物
価
格
が
下
落
し
、
都
市
の
失
業
者
が

農
山
村
に
戻
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
農
民

の
生
活
は
さ
ら
に
苦
し
く
な
り（
農
村
恐

慌
）、
娘
を
女
郎
部
屋
に
身
売
り
す
る
者

も
で
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
、
当
時
の

政
党
・
内
閣
は
適
切
な
対
応
を
と
ら
ず
、

汚
職
事
件
が
続
発
し
て
い
た
。
こ
の
よ

う
な
状
況
に
国
民
は
失
望
し
、
軍
部
が

力
を
も
ち
、
右
翼
と
つ
な
が
り
国
家
の

革
新
を
目
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。
青
年

将
校
は
、
北
一
輝（
き
た
い
っ
き
）
な
ど

の
右
翼
思
想
の
影
響
を
う
け
、
政
党
や

あ
な
た
の
国
が
不
名
誉
で
、
愚
か
で
、

悪
辣
な
行
動
を
と
っ
て
い
る
時
、
そ
れ

を
言
っ
て
や
る
こ
と
だ
」（
イ
ギ
リ
ス
の

作
家
ジ
ュ
リ
ア
ン
・
バ
ー
ン
ズ
）「
偽
り

を
述
べ
る
者
が
愛
国
者
と
讃
え
ら
れ
、

真
実
を
語
る
者
が
売
国
奴
と
の
の
し
ら

れ
た
世
の
中
を
、
私
は
経
験
し
て
き
た
」

（
昭
和
天
皇
の
末
弟　

三
笠
宮
崇
仁
親

王
）

　

沖
縄
県
民
投
票
の
全
市
町
村
実
施
を

訴
え
て
若
者
が
勇
気
あ
る
、
ハ
ン
ガ
ー

ス
ト
ラ
イ
キ
を
実
行
し
た
こ
と
に
つ
い

て
、
テ
ロ
行
為
だ
と
の
の
し
っ
た
者
が

い
た
と
い
う
。
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
反
対

を
訴
え
て
、
四
十
一
市
町
村
長
揃
い
踏

み
で
東
京
の
街
を
パ
レ
ー
ド
し
た
時
、

「
売
国
奴
」
の
罵
声
を
あ
び
せ
ら
れ
た
と

聞
く
。
沖
縄
で
は
一
年
に
一
回
以
上
米

軍
機
が
空
か
ら
降
っ
て
く
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
墜
落
事
故
に
も
、

「
不
時
着
」
と
言
っ
て
の
け
る
ど
こ
か
の

政
府
。
そ
れ
に
追
随
す
る
本
土
メ
デ
ィ

ア
。
県
民
の
目
線
で
報
道
す
る
沖
縄
県

紙
に
対
し
、「
つ
ぶ
さ
な
あ
い
か
ん
」
と

し
ゃ
あ
し
ゃ
あ
と
言
っ
て
の
け
る
よ
う

な
人
々
。
こ
の
よ
う
な
人
々
に
限
っ
て

愛
国
心
の
名
の
下
、
権
力
に
媚
び
、
嘘

と
偽
善
を
平
気
で
ま
き
散
ら
す
か
ら
始

末
が
悪
い
。
真
正
な
る
愛
国
心
の
人
こ

そ
、
い
か
に
批
判
を
あ
び
て
も
、
言
う

べ
き
こ
と
は
言
う
。
こ
れ
が
正
常
な
国

造
り
の
小
さ
な
一
歩
だ
と
思
う
。

　

ま
た
、
小
さ
な
命
が
身
勝
手
な
親
に

命
を
奪
わ
れ
た
。
尊
い
命
を
守
る
べ
き

立
場
の
大
人
が
、
わ
が
ま
ま
放
題
の
親

に
屈
服
し
、
責
任
を
放
棄
し
た
教
育
関

係
者
の
と
っ
た
行
動
は
な
げ
か
わ
し
い
。

今
の
日
本
社
会
、
異
常
が
日
常
と
化
し

て
い
な
い
か
。
憤
り
を
覚
え
る
。

財
閥
を
排
除
し
天
皇
親
政
の
国
家
を
再

建
し
て
、
軍
が
政
治
の
実
権
を
握
る
こ

と
を
目
指
し
た
。

　

結
果
と
し
て
こ
の
決
起
は
、
反
乱
軍

と
な
り
、
昭
和
天
皇
の
強
い
意
向
で
鎮

圧
さ
れ
た
。
首
謀
者
の
軍
の
青
年
将
校

た
ち
多
く
の
人
が
死
刑
と
な
っ
た
。
右

翼
の
北
一
輝
ら
も
事
件
に
深
く
関
与
し

た
と
し
て
死
刑
に
な
っ
た
。

　

国
の
た
め
に
今
、
自
分
た
ち
は
何
を

す
べ
き
な
の
か
。
昭
和
十
一
年
と
言
う

時
代
の
な
か
、
青
年
将
校
た
ち
は
懸
命

に
模
索
し
た
に
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
、

そ
れ
は
燃
え
上
が
り
す
ぎ
た
愛
国
主
義

の
軽
率
な
行
動
だ
っ
た
。「
愛
国
心
は
、

卑
怯
者
、
な
ら
ず
者
の
最
後
の
逃
げ
場

で
あ
る
」（
英
国
の
文
学
者
サ
ミ
ュ
エ

ル
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
）「
愛
国
心
は
戦
争
を

生
む
卵
」（
フ
ラ
ン
ス
の
作
家
モ
ー
パ
ッ

サ
ン
）「
人
類
か
ら
愛
国
心
を
た
た
き
出

し
て
し
ま
わ
ぬ
限
り
、
諸
君
は
永
遠
に

平
和
な
世
界
を
持
ち
得
な
い
」（
劇
作
家

バ
ー
ナ
ー
ド
シ
ョ
ー
）「
憂
国
の
士
と
い

う
連
中
が
い
て
、
彼
ら
が
国
を
亡
ぼ
す
」

（
勝
海
舟
）「
最
も
偉
大
な
愛
国
心
と
は
、
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編
集
後
記

空き家利活用促進協議会

平成31年2月1日

（9）

　

多
良
間
村
空
き
家
利
活
用
促
進
協
議
会
の
委

嘱
状
交
付
式
が
1
月
22
日（
火
）役
場
2
階
会
議

室
で
行
わ
れ
た
。

　

委
員
長
に
は
N
P
O
法
人
ふ
し
ゃ
ぬ
ふ
ネ
ッ

ト
の
来
間
玄
次
さ
ん
が
選
任
さ
れ
た
。

　

一
部
修
繕
す
れ
ば
利
活
用
が
見
込
ま
れ
る
と

し
て
、
次
年
度
中
に
空
き
家
一
軒
の
修
繕
工
事

に
着
工
す
る
と
説
明
が
あ
っ
た
。

　

伊
良
皆
村
長
は「
島
に
は
ま
だ
ま
だ
空
き
家
は

あ
る
が
、
住
居
が
な
い
と
の
声
が
あ
る
。
空
き

家
を
有
効
に
利
活
用
で
き
な
い
か
、
一
つ
一
つ

の
課
題
を
解
決
し
、
人
口
増
加
に
つ
な
が
れ
ば

い
い
。良
い
提
案
を
お
願
い
し
た
い
」と
述
べ
た
。

伊良皆村長（左）より委嘱状を交付される
来間玄次さん（右）

＊
以
前
か
ら
「
多
良
間
の
名
字
は
沖
縄
の
他

市
町
村
に
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
名
字
が
結

構
あ
る
な
ー
」
と
気
に
な
っ
て
い
た
。

　

そ
こ
で
独
自
に
多
良
間
の
名
字
ラ
ン
キ
ン

グ
を
調
べ
て
み
た
。

　

す
る
と
圧
倒
的
に
「
垣
花
」
が
多
か
っ
た
。

し
か
し
沖
縄
全
体
だ
と
1
2
4
位
で
そ
こ
ま

で
多
く
な
い
。
読
み
方
も
「
か
き
の
は
な
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

2
位
は
「
知
念
」
こ
ち
ら
は
沖
縄
で
も
11

位
と
上
位
に
入
っ
て
い
る
。

　

多
良
間
の
ラ
ン
キ
ン
グ
を
調
べ
て
み
て
分

か
っ
た
こ
と
は
、「
垣
花
」「
本
村
」「
名
嘉
真
」

「
佐
和
田
」「
西
筋
」
等
は
、
県
内
に
は
あ
ま
り

多
く
な
い
名
字
だ
が
、
多
良
間
で
は
ベ
ス
ト

10
に
入
っ
て
い
る
。
逆
に
沖
縄
県
ト
ッ
プ
3

の
「
比
嘉
」「
金
城
」「
大
城
」
は
多
良
間
で

は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
か
っ
た
。
ま
た
、
お
隣

の
宮
古
島
市
や
石
垣
市
の
ベ
ス
ト
10
で
も
「
下

地
」
以
外
被
っ
て
い
な
い
。
多
良
間
の
名
字

は
他
に
は
な
い
独
特
な
傾
向
に
あ
る
よ
う
だ
。

　

仲な
か
ま
さ
と
や

間
智
也

順位 名字 沖縄県の
順位

1 垣花 124
2 知念 11
3 下地 14
4 安里 23
5 本村 178
6 名嘉真 150
7 高江洲 50
8 宮國 108
9 佐和田 232
10 西筋 1238

多良間村

順位 名字

1 比嘉
2 金城
3 大城
4 宮城
5 新垣
6 玉城
7 上原
8 島袋
9 平良
10 山城

沖縄県

順位 名字

1 下地
2 砂川
3 平良
4 友利
5 川満
6 与那覇
7 上地
8 仲間
9 池間
10 宮国

宮古島市

順位 名字

1 宮良
2 石垣
3 大浜
4 金城
5 砂川
6 上原
7 平良
8 玉城
9 下地
10 新城

石垣市
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（　　）内は前月比

広報寄付のお礼

「交通災害共済」を2月1日から受け付けます。

沖縄県離島
住民割引
運賃カード
の更新に
ついて

必要なもの

月

世 帯 数 と 人 口

総世帯数
総人口
男 628

区　別 人　口 世帯数
土　原
天　川
津　川
宮　良
嶺　間
大　道
大　木
吉　川
水　納

出　生
転　入

死　亡
転　出

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

−

−
−

−

0
0
0
1
0
1
1
1
0

0
0
0
0
0
2
0
1
0

67
87

101
72

143
202
279
215

4
0
1

1
2

30
41
46
30
66
97

120
89

3

522（−1）
1,170（−2）

女 542

（平成31年1月末現在） 緊急ダイヤル
火災・救急 ワンクッションコール

警 察 官 派 出 所 （79-2010）

急病人 多良間診療所

歯科診療所   医師

停　電　沖縄電力多良間営業所

断　水　役場住民福祉課

家畜疾病　役場産業経済課

ガス専用JA多良間　

119番

110番

79-2101

79-2162

79-2147

79-2623

79-2503

090-6859-2355

◆時間外救急受付
◆救急車出動
◆ヘリ搬送
火災・救急ワンクッションコール：

119
※緊急の場合以外診療時間内
　での受診を心がけよう

22件
4件
3件

救急に関すること
（1月）

1

字塩川118番地　山城　キヨ（89歳） 平成31年1月16日
おくやみ

※多良間村では昨年、数件の人身事
故がありましたが、いずれも本共
済に未加入だったため見舞金が支
払われませんでした。
　万一に備えて家族みんなで加入し
ましょう！！

掛金はおひとり
500円

多良間村役場
総務財政課
で受け付けます。

あなたの離島割引カードは期限切れではありませんか？
更新手続きは多良間村役場　総務財政課（役場2階）にて受け付けています。
必要書類等を必ず持参し、申請を行って下さい。一つでも欠けると更新できません！
更新は2ヶ月前から受け付けます。

①証明写真（タテ3cm×横2.5cm）3ヶ月以内に撮影した写真
②印鑑
③現住所記載の身分証明書（保険証・免許証・住民票など）
④離島出身高校生・学生の場合、在学証明書及び父母の 
　住所が確認出来る書類が必要です。

・西筋　光則　様　（那覇市在） ありがとうございました。


